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尿路感 染症に対す るT-2588の 臨床的検討
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新 しく開発されたセフェム系経口剤T-25合8を 急性単純性膀胱炎12例,複 雑性尿路感染症23

例 に投与 し臨床的効果を検討 した。 急性単純性膀胱炎に対 しては1日300m窟 を3～14日 間投与

し,複 雑性尿路感染症に対しては1日200～300mgを5～14日 間投与した。 急性単純性勝胱炎の

総合臨床効果は著効7例(6例 は5日 目判定),有 効5例(4例 は5日 日判定)で あった。複雑性尿

路感染症23例 中20例 がUTI薬 効評価基準に合致 し,著 効3例,有 効8例,無 効9例 で有効率

55%で あった。細菌学的効果をみると,急 性単純性膀胱炎では15株 全てが消失 し,複 雑性尿路感

染症では28株 中18株(64.3%)が 消失した。自他覚的な副作用は認めなかったが,1例 にGOT,

GPTの 軽度上昇を認めた。

新しく開発された経口剤T-2588は エステル型セフェ

ム系抗生物質であり,経 口投与後腸管から吸収されエス

テラーゼにより抗菌活性を示すT-2525に 加 水分解され

る。そして特徴 としては,各 種細菌産生のβ-lactamase

に対 して強い抵抗性を示し,グ ラム陽性およびグラム陰

性菌に対し広範囲な抗菌スペクトルを有し強い抗菌力を

示すといわれている。特に従来の経口剤では感受性の低

いCitrobacter, Enterobacter, Indole (+) Proteus,

Serratiaな どにも強い抗菌力を有す る といわれ てい

る1)。

今回われわれは,T-2588を 尿路感染症に使用し臨床

的効果を検討したので報告する。

I. 対 象 と 方 法

秋田大学医学部泌尿器科およびその関連病院泌尿器科

において尿路感染症35例 に対 して本剤を投与 した。そ

の内訳は,急 性単純性膀胱炎12例,複 雑性尿路感染症

23例 であった。投与量,投 与期間は急性単純性膀胱炎に

対 して は1日300mg(100mg×3)を3～14日 間 投

与し,複 雑性尿 路 感染 症に対 しては1日200mg(100

mg×2)ま たは300mg(100mgx3)を5～14日 間投与

した。効果判定はUTI薬 効評価基準21により,総 合臨床

効果および細菌学的効果の判定を行なった。

II. 成 績

1) 急性単純性膀胱炎

急性単純性膀胱炎12例 の成績をTable1に 示 した。

UTI薬 効評価基準に合致する3日 日判定は2例 であり

著効1例,有 効1例 であった。他の10例 は5日 日の判

定であるが,一 応UTI薬 効評価基準に準じて判定する

と著効6例,有 効4例 であった。12例 全例に自他覚的

な副作用や臨床検査値の異常は認めなかった。細菌学的

Table 2 Bacteriological response to T-2588 

in acute simple cystitis
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Table 4 Overall clinical efficacy of T-2588 in complicated U.T.I. 

100mg•~3/day, 5 days treatment

Table 5 Overall clinical efficacy of T-2588 classified by type of infection

効果では分離菌は15株 検出された が,全 て消失 した

(Table2)｡

2) 複雑性尿路感染症

UTI薬 効評価基準に合致するのは23例 中20例 であ

り(3例 は効果判定が13,14日 目になされていたため除

いた),著 効3例,有 効8例,無 効9例,有 効率55%で

あった(Table3-1, 3-2, 3-3,4)。UTI群 別にみると,

2群 は無効2例,3群 は有効1例,4群 は著効3例,有

効7例,無 効4例 であり,単 独感染での有効率64.7%

であったが,混 合感染3例 は 全て無効であった(Table

5)。 細菌学的効果では,分 離菌28株 が 検出され,18

株が消失し消失率64.3%で あ った(Table 6)。 自他

覚的な副作用は全例に認めなかったが,臨 床検査値の異

常が1例 にみられ,症 例17でGOT(18→32U), GPT

(16→33U)の 軽度上昇を認めた。

III. 考 案

急性単純性膀胱炎では3日 目判定は2例 だけのため断

言できないが,い ずれも著効と有効であ り5日 目判定 も

含めると著効7例,有 効5例 となる。また,細 菌学的効

果でも消失率100%と 良い結果を示 していることから,

急性単純性膀胱炎に対しては非常に有効であると考えら

れた。

複雑性尿路感染症に対する効果をみると,単 独感染で

は有効率64.7%で あ ったが,混 合感染の3例 が無効で

あったため結局総合有効率55%と い う結果 となった。

しか し,本 剤が経 口剤であることを考えると複雑性尿路
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Table 6 Bacteriological response to T-2588 

in complicated U.T.I.

感染症に対する有用性は満足のゆ くものと考えられる。

細菌學的効果では,E.coli 7株 全て消失,S.epidermi-

dis4株 中3株 消失,そ して分離株は各々1株 と少ない

ものの7菌 種が消失している。これは本剤が広範囲な抗

菌スベクトルを有することを示唆するものと考 え られ

る。 しか し,5株 中1株 消失とE.faecalisに 対する抗菌

力は非常に弱いと思われる。

消化器症状,め まい,発 疹などの自他覚的症状は認め

なかったが,1例 にGOT, GPTの 軽度上昇を認めたた

め肝障害を有する患者への投与には注意を要すると考え

られる。
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T-2588, a new oral antibiotics, was administered to 35 patients with urinary tract infections 

at a daily dosage of 200•`300 mg for a duration of 3-14 days, and following results were obtained. 

1) Clinical efficacy of T-2588 in acute simple cystitis was excellent in 7 cases (6 cases were 

evaluated after 5 days) and moderate in 5 cases (4 cases were evaluated after 5 days). 

2) Clinical efficacy in complicated urinary tract infections was excellent in 3 cases, moderate 

in 8 cases, and poor in 9 cases, the effectiveness rate was 55%. 

3) Bacteriologically, all of 15 strains (100%) were eradicated in acute simple cystitis, 18 out 

of 28 strains (64.3%) were eradicated in complicated urinary tract infections. 

4) No adverse reaction was observed. Deterioration in laboratory test results was found in 

1 case.


